	 平成２６年度　南アルプス市立落合小学校　後期自己評価書　　　平成２７年１月１３日（月）

	 学校長　松野　拡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記述者　教頭　山本由美子

	 学校教育目標　「心豊かで　たくましく　よく学ぶ児童の育成」

	 ◇本年度の取組重点
①どの子にとっても分かりやすい授業をめざし，基礎基本の「習得」とそれらを「活用」しての「思考力・判断力・表現力」の育成を図る。（特にすべての学習の基盤となる読み・書き・計算力は9割以上の定着を図る）
②授業の中で積極的な生徒指導を行い，いじめ・不登校のない学級・学校を目指す。

③通常学級・特別支援学級の連携をふまえ，特別支援教育推進に向け校内支援体制の一層の充実を図る。

④「落合小生活のきまり」「落合小学習のきまり」を学校生活の基とする。また，児童とともに「落合小懸命にがんばルール（仮称）」を作り，これに全員で取り組む。

⑤読書習慣，辞書利用習慣，家庭学習習慣を含めた学習習慣を育成する。また，学習に主体的に取り組む学習習慣を育成する。

⑥生涯を通じて健康な生活を送るために必要な食習慣，衛生習慣，運動習慣等の生活習慣を育成する。

⑦児童会活動を通して，より良い学校生活づくりのために協力して諸問題を解決していく力を育成する。

⑧「地域ふれあい道徳事業」「小笠原流礼法を活かした心の教育推進事業」に取り組む。

⑨安全点検・登下校指導・避難訓練を計画的に行い，安全・安心な環境で生活できるようにする。
⑩情報を積極的に発信・受信して家庭・地域・関係機関との連携を深め「開かれた学校づくり」を推進する。

学校経営方針
　
１　新学習指導要領に基づき「生きる力」の育成を図る適切な教育課程の編成と実施に努める。

２　特別支援教育推進に向けて校内体制の一層の充実を図る。

３　「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」のバランスよい育成を基盤に「生きる力」の育成に努める。

４　質的向上を目指した授業改善による「確かな学力」の育成に努める。

５　道徳教育，体験活動，読書活動の充実を目指し，豊かな心を育成し，心の居場所づくり

に努める。（いじめ・不登校のない学校づくり）

６　安全・体力・健康に関する指導の充実に努める。

７　将来の夢や希望を醸成するキャリア教育を推進する。

８　家庭，地域との連携を深め開かれた学校づくりを推進する。

	Ｉ　全体評価
　　自己評価は，【Ａ：そう思う　Ｂ：ややそう思う　Ｃ：ややそう思わない　Ｄ：そう思わない】の４段階評価で実施した。
　　本年度第２回の自己評価結果は，総合的に見ると多くの質問内容で，肯定的な回答が大勢を占め，総じて評価は高い。
「学校教育目標」　　　　　①～④（Ａ・Ｂ：９５．０％）
「学校経営・組織」　　　　①～⑥（Ａ・Ｂ：９４．２％）
「学習指導・生徒指導」　　①～⑥（Ａ・Ｂ：９７．４％）
「地域との連携」　　　　　①～⑤（Ａ・Ｂ：９６．０％）
「学校の特色」　　　　　　①～③（Ａ・Ｂ：９３．２％）となっている。
いずれの項目においても，肯定的な意見が９０％を超える結果となっている。第1回の自己評価で，Ｃの「ややそう思わない」という評価が多かった「学習指導・生徒指導」が、大きく改善した。

	Ⅱ　各項目ごとの評価結果（達成状況・改善策）
１「学校教育目標について」

	 達
 成
 状
 況
	・①～④まで，すべての項目でが「Ａ：そう思う」が過半数を占めている。一方、全ての項目に「Ｃ：ややそう思わない」という評価が一人ずつある。来年度に向けて改善点と受け止めていきたい。
・特に①「学校教育目標達成のため，実態に即した学校経営構想≪グランドデザイン≫が作成されている。」については，７５％が「Ａ：そう思う」と評価している。


	 改
 善
 策
	・「取組重点」と「取組重点を達成するための取組」に基づき、各分掌での提案がなされ、協働して学校運営がなされた結果であると思われる。Ｃ評価については、具体的な改善を行っていきたい。校長のリーダーシップ、職員の共通理解、今回の学校評価結果等を基にして、来年度の≪グランドデザイン≫を作成していきたい。


	２　「学校経営・組織について」

	達成
状況
	・①，②，④，⑤，⑥については，「Ａ：そう思う　Ｂ：ややそう思う」という評価が９５％以上になっている。特に②④⑤⑥はＡ評価が１０％増えている。

・③については約２０％，「改善を必要とする」との回答が出ている。これは第1回の自己評価よりさらに多くなっている。


	 改
 善
 策
	・全体的には、組織的に教育活動が行われたと評価することができる。

・登下校指導については、「登下校の様子をつかみ切れていない」と言う意見があった。3学期や来年度に向けて取り組んでいきたい。

・③は前回も課題となった項目で、改善に取り組んできたが、厳しい評価となっている。「充実させるが、時間をかけない」ことを徹底していきたい。

	　３　「学習指導・生徒指導について」

	 達
 成
 状
 況
	・①～⑥すべての項目で「Ａ：そう思う　Ｂ：ややそう思う」の割合がほぼ９５％以上になっている。また、全ての項目で「Ａ：そう思う」の割合が１０％以上増えている。特に⑤児童会活動、⑥特別支援教育については、「Ａ：そう思う」の割合が２０％以上増えている。一方、①②については、まだ、Ｃ評価もある。

	 改
 善
 策
	・学級担任初め全職員が共通理解の基，授業改善、ＴＴの活用、家庭学習の取り組み・チャレンジテスト・チャレンジルーム等を取り組んできた成果であると思う。
・ＱＵを活用したクラスづくりや個々の児童への対応も成果を上げてきている。

・学力向上や生徒指導上の課題については、今後も全職員で取り組んでいく。

・児童会による「落合小のきまり」の完成も間近になった。この決まりへの取りくみを具体的に丁寧に徹底してやっていくことが大事だと思われる。

	　４　「地域との連携について」

	達成 状況
	・すべての項目で，「Ａ：そう思う　Ｂ：ややそう思う」という評価が９５％以上になっている。②③④についてはＡ評価が増えている。


	 改
 善
 策
	・「学年だより」「学校だより」等により発信や保護者や地域の感想や意見を受信し再発信していくことは今後も続けていきたい。
・今後はさらに地域の人材や施設の利用し，地域の教育力を生かしていきたい。総合的な学習や社会科、生活科等での地域人材活用を記録し、さらに来年度につなげていきたい。
・今年度も、多くの地域の方に協力していただいているが、来年度に向けて組織化を図っていきたい。

	５　「学校の特色について」

	達成 状況
	・①については、「Ａ：そう思う」という評価が２０％増えている。①②③のすべて項目で「改善を必要とする」との回答が出ている。

	 改
 善
 策
	・特別支援教育は本校の特色の一つである。通常学級における，個に応じ特性に応じた指導やユニバーサルデザインについての自己評価が高くなったことは、市単の先生方を含めた全職員の協働によるものである。今後も校内研修や実践を深めていきたい。
・各学年の総合的な学習において地域を教材として取り上げている。今後も学年を超えて情報交換しながら地域教材を開発し，郷土を誇りに思えるような実践を行っていく。低学年においても、教材化に取り組んでいきたい。

	Ⅲ　児童へのアンケートによる評価

　１「学校生活について」（項目：①，⑩，⑪，⑫）
　　　◇「①学校が楽しいか」の項目は，約８６％が肯定的であった。
　　　・一人ひとりに居場所があり、どんなことにも前向きに取り組んでいくことができるクラスづくりが必要である。
・「あまり楽しくない」「楽しくない」と回答している児童については，原因を探り，個別に丁寧に対応していく。　　　
　　　◇「⑩掃除活動」「⑪きまりや約束」「⑫児童会活動・学校行事」の項目は，９０％以上の児童が肯定的な回答である。特に「⑩掃除活動」「⑪きまりや約束」」は第1回のアンケートと比べてわずかではあるがさらに改善している。
　　　・発達段階に応じて一つ一つの活動の意義や目的を十分に伝え，自律的に取り組めるよう促してきた成果であると思う。また，清掃やきまりについては，児童会活動として取り組んだ成果が出ていると思われる。今後も児童が自主的な活動によって自分たちの学校が良くなっていると自覚できるような指導をしていく。
　２「授業について」（項目：③，⑤）
　　　◇「③授業がわかるか」の項目について，約９５％が肯定的であった。前回のアンケートに比べて３％ほど改善している。
　　　・教職員の自己評価においても改善が見られた項目である。授業改善やＴＴ等に手ごたえがあったと思いたい。一方，「あまりわからない」「わからない」と回答している児童の声を真剣に受け止めていかなければならない。「どの子にもわかる授業づくり」を心がけていくとともに、意欲を引き出すことに力を入れていきたい。
　　　◇「⑤授業中の発言」の項目については，肯定的な回答は６１％となり、８％ほど下がってしまった。
　　　・今年度の校内研のテーマ『「一人ひとりがよく考える場面」を想定した授業づくり』の基、実践してきたが、児童の発言の場の設定し，児童が意欲的に取り組めるよう指導が十分ではなかったと考えられる。低学年では、肯定的な回答がほとんどであることから、学年に応じた指導を工夫していく必要がある。
　３「友達・教師との関わりについて」（項目：②，④）
　　　◇「②仲良く遊ぶ友達」の項目について，約９３％が肯定的であるが，約７％が否定的回答であった。わずかではあるが、「あまりいない」と回答している児童が増えている。
　　　・全体としては，概ね良好な関係が築かれていると考えられるが，これからも児童の行動や様子を観察する中で，適切な対応を迅速に図っていきたい。

　　　・職員全員で情報交換を行い，発達段階や児童の特性に応じた対応をしていく。
　　　◇「④困ったとき話ができる先生」の項目については，肯定的な回答が約８４％となっており，前回に比べ、４％ほど低くなっている。
　　　・気になる児童については，全職員が把握し、こちらから積極的に声をかけていく。 
４「家庭での生活について」（項目：⑥，⑦，⑧，⑨）
　　　◇「⑦学校のことを話すか」は約８４％，「⑧たより・通知を渡すか」約９６％，「⑨地域の人との挨拶」は約９１％と概ね良好である。「⑥宿題の他の自主学習」については肯定的な回答が約６４％と１０％以上低くなっている。 
　　　・「家庭学習の取り組み」時には、良い成果を上げているが、継続することが難しいと思われる。また、自分で学習内容を考える「自学」は宿題の一環としている学年もあるので、さらに自主的な学習ができるよう取り組んでいきたい。


	Ⅳ　保護者アンケート

　１　「子どもの姿」（項目：①）

　　◇「学校は楽しいところだと思うか」の項目については，８９％が肯定的な意見であり，７％が否定的な回答であった。

　　・　多くの保護者が，「児童にとって，学校は楽しいところだ」と感じている。一方，児童のアンケート結果より少ないが、否定的な意見があることも真摯に受け止めていきたい。個々の課題については，担任だけでなく，全職員共通理解のもと具体的に対応していくとともに、一人ひとりに居場所があるクラスづくり、楽しい授業・活動を実践していく。
　２　「保護者と学校の連携」（項目：⑥・⑦）

　　◇　「学年部会等は，連携を深めるのに役立っているか」については，９５％，「学校からの通知等は，学校の様子を知る機会になっているか」については９７％が肯定的な回答である。

　　・　「学校だより」「学年だより」等の発行や「一日学校開放日」の開催により，学校の様子を知ったり，連携を深めたりするのに役立っているという意見が大勢を占めている。一方、学校からの便りが保護者にわたっていないことが見受けられる。保護者と連携しながら児童の指導を行っていきたい。また，電話や連絡ノート等を活用し家庭との連携がさらに深まるように取り組んでいきたい。　　　　

　３　「学習指導・生活指導」（項目：②・③）　　　

　　◇　「基礎的な学力が身につくようなわかりやすい授業をしていると思うか」については，９３％が肯定的な意見であり，６％は否定的な回答であった。

　　「決まりを守る態度やその大切さを教えていると思うか」については，９６％が肯定的な意見であり，３％が否定的な意見であった。

· 　「学習指導」「生活指導」ともに，多くの保護者が「とても思う」「思う」を選択している。教職員の日々の実践や発信の成果であるといえる。児童アンケートの結果も合わせて考え，校内研究の実践や個々の研修をさらに進め，「わかりやすい授業づくりや個別指導」等工夫して対応するとともに，チャレンジテストやチャレンジルームを通して児童の意欲を喚起していく。また，家庭学習の取組等によって，さらに家庭との連携を図っていく。生活指導においては，生徒指導上の課題や児童会による「落合小のきまり」づくり等について保護者に丁寧に伝えて連携を図っていきたい。
　４　「家庭での様子」（項目：④・⑤）

　　◇　「家族や地域の人にあいさつをしているか」については約８３％，「基本的な生活習慣や家庭学習の習慣が身についているか」については７８％が肯定的な意見であった。
　　・　あいさつについての児童アンケートでは，約９１％の児童が「よくしている」「している」を選んでいる。前回に引き続き１０％近くの差がある。全校集会での指導、家庭学習の取組や通学班指導等により一定の成果を上げることができてはいるが，さらに一層，地域・家庭・学校と連携を図る中で，児童の生活習慣の確立や規範意識，公共のマナーの向上を目指していきたい。

　　


	Ⅴ　まとめ　　　　　　

　・　今年度の取組重点（落合小学校の児童の状況をふまえた教育活動：特色ある教育）と、第1回の学校評価結果を基に，全職員の共通理解のもと教育活動を行うことができている。
　・　学校経営構想≪グランドデザイン≫の中に「取組重点」と「取組重点を達成するための取り組み」を掲げたことにより、全職員が同じ方向を向いて協働することができた。具体的な目標と取り組みが共通理解されているので、各分掌から提案された取り組みについてＰＤＣＡのサイクルで取り組んでいくことができた。
　・　「学習指導・生徒指導」に関する教職員の自己評価が大きく改善したことを励みにし、

もちろんこれに満足することなく教職員一人一人が日頃の教育活動を見直していきたい。
・　この結果を資料として学校関係者評価委員会に提案し，意見聴取・意見交換等を実施す
る中で，更なる学校教育の向上のヒントを得て、全職員で取り組んでいきたい。


